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（概要） 

 二等辺三角格子反強磁性体 CuMnO2 は、フラトレーション系の反強磁性体としてしられて

おり、近年ではスピン格子結合系としても研究されている。[1]CuMnO2 は６０K において反

強磁性転移をおこし、４５K で弱強磁性を生じる。これまでの研究において、低温での磁気

構造は明らかになっていたが、弱強磁性の発現機構やスピン格子結合による交換相互作用の

変化に関しては報告されていなかった。本研究では、CuMnO2 におけるスピン格子相互作用が

磁気励起にどのように反映されるのかを調べる目的で中性子非弾性散乱実験を３軸分光器

TAS2 をもちいて行った。その結果、格子変形がおこる温度以下においてスピン波励起のエネ

ルギーギャップが開くことが明らかになった。 
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１．目的 

 ２等辺三角格子反強磁性体として知られている CuMnO2 は、低温において磁気相転移をお

こると同時に結晶格子も変形することが知られていたが、格子変形後の磁気励起にどのよう

に格子変形が反映されるかは、不明であった。今回、中性子非弾性散乱実験によって磁気励

起の温度変化を探査することを目的とした。 

 

 

 

２．方法 

 原子力機構改造３号炉の実験ガイドホールに設置された３軸分光器 TAS2を用いて、CuMnO2

の粉末試料を用いて行った。実験はコンスタント Ef でおこない Ef=14.4 meV で行った。コ

リメーションは 80’-80’-80’-80’で行った。粉末試料をヘリウムガス循環型の冷凍機を

用いて冷却した。 

 

 

 

３．研究成果 

 CuMnO2 の磁気励起の温度変化を測定したところ、磁気相転移と構造相転移がおこる温度以

下において、磁気励起に明瞭なエネルギーギャップが生じることを明らかにした。このこと

は、結晶格子が変形することによって磁気的なエネルギーをさげ磁気オーダーを実現してい

る証拠である。 
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４．結論・考察 

 ２等辺三角格子反強磁性体 CuMnO2 の磁気励起を３軸分光器 TAS2 を用いて測定した。その結果、

磁気相転移と構造相転移がおこる温度以下においてスピン波励起にエネルギーギャップが生じるこ

とが明らかになった。 
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